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取扱説明書.保証書 

お買い上げいただき、ありがとラございます。 

个遊化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

I 一 "" ° I 火災や人身事故になることびあります。 

お使いになる前に、この取振説明書をよくお読みください。お読 
みになったあとは、後日お役に立つことちありますので、必ず保 
管して < ださい。 


SMU-WC3 


◎ 2005 Sony Corporation Printed in China 


品名光学式 USB ワイヤレスマウス 
型名 SMU - WC 3 
保証書 T 11-1001 A -3 

この位置に保証書フィルムを正しく合成して、フィルムを完成させること 
Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成菲林。 

在此位置插人保证书 W 完成胶片。 


A 警告安全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はまちびった使いかたをすると、乂災や感電 
などにより人身事故につながることがあ0危険です。事故 
を防ぐために次のことを必ずお守0ください。 


まをのためのま 意事 頃を巧る 


下記のちのをよくお読みください。 

® この取扱説明書のを意事項 
@お使いになるコンピュータに付属の取扱説明書 


巧障した5巧わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいた5、 
すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご 
依頼ください。 


— 、異常び起をた S 


• 異常な音、においびした5 

お買い上げ店ま 

• 巧部に水、異物が入った5 

W たは ソニーサー 

• 製品を落としたり、キャビ 

,ビス窓□に修理 

ネットを破損したとき 

を依頼ずる 

感 

V J 



警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよつな表71^をしてし^ます。表71^ 

の内容をよく理解してか5本艾をお読みくださし、。 

IA 危晚 

ま意を促ず記号 

この表示の注意事項を守5 

A 

ないと、乂災•感電•漏 

A 

液•発熱-破裂などにより 

ま意 

死亡や大けびなどの人身事 


故び生じます。 

行為を禁止する記号 

仪警告 

0 

この表示のを意事項を守5 

禁止 

ないと、乂災-感電などに 


よ0死亡や大けげなどの人 


身事故につながることがあ 

0ます。 

分解禁止 

|么を意| 


この表示の注意事項を守5 


ないと、感電やその他の事 


故によ0、けびをした0周 


辺の家財に損害を与えたり 


することびお0ます。 



A ぐ壬^ 1 下記の注意事項を守 5 ないと 

公;王届 、 I I ，方 S をしたり周辺の 物品 
に f 具害を与えたりずること 
びありまず。 


么注意 


• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、 
高温の場所で使巧.保管.放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 
• 指定された種類し分かの電池は使用しなし、。 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所 
には置かない 

上記のよラな場所に置くと、故障の原因となる 
ことがあ0ます。取扱説明書に記されている使 
用条件政がの環境でのご使用は、故障の原因と 
なることげあ0ます。 


禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると故障の原因とな0 
ます。万一、水や異物び入ったとさ 
は、お買い上げ店またはソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。そのま 
まコンピュータに接続すると、コン 
ピュータの故障の原因になることび 
お0ます。 



内部を開けない 

内部の点検、修理は、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓口にご依頼 < ださし、。 


分お禁止 


直射日光のあたる場所や熱機具の近く 
に設置-保管しない 

内部の温度び上びり、故障の原因となることび 
あ0ます。 


0 

禁止 


電池についてのま全上のご 
ま意 

瓶漏れ • 破裂 .巧熱 • 巧义による丸すが 

や失明を避けるため、下記のを意事項を必 
ずお守りください。 

本機では L 处下の電池をお使いいただけます。 

電池の種類については、電池本体上の表示をご確認く 
ださい。 


乾電池 

乃レカ U 単3あ 

V _/ 


垃危険 1 

乾電池が液漏れしたとを 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談セン 
夕一またはソニーサービス窓口にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるの 
で目をこす5ず、すぐに水道水などのされいな水で充分 
洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけびの原因に 
なるので、すぐにされいな水で洗い流し、皮膚に炎症や 
けびの症状びあるとをには医師に相談してください。 


A 警告 


• 機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しなし、。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しなし、。 

• コイン、キ ー 、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携帯- 
保管しない。シヨートさせなし、。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いきった電池は取り外す。長時間使用しないときも取 
り外す。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使 
ねない。 


電波障害自主規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協講尝 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としてい 
ますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障書を引き起こすことがあ 
りまず。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださい。 


• Microsoft および Windows は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Apple , Macintosh , Mac , MacOS は、米国およびその他 
の国で登録されている Apple Computer , Inc . の登録商標ま 
たは商標です。 

• 戶 entium は 、 Intel Corporaiton の登録商標または商標です。 

• Power PC は、米国 IBM Corporation の登録商標または商 
標です。 

•その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般 
に各開発一力一の登録商標あるいは商標です。なお、本文 
中では™、贷マークは明記していません。 


主な仕様 


インター フエー ス 

デスクトップコンピュータ： USB 、 

PS /2 (接続変換アダプター使巧時） 

ノー トブックコンピュータ ： USB 

コネクタ 

US 巨プラグ 

PS /2 (接続変換アダプター） 

分解能 

800 counts/inch 

送信周波数 

27 MHz 

チヤンネル 

1 ch 8190 ID 

電弼金度 

500 [ jV/m 

到達距離 

約 1 m (この距離は、おおよその目安であり受信 
環境により短くなる場合びあります。） 

電源 

単3形アルカリ乾電池 X 2 

対応機種 

- USB A 端子または PS /2 端子付さデスクトップ 
コンピュータ 

- USB A 端子付きノー トプックコンピュータ 
- IBM PC / AT 互換機 （ CPU は Pentium 相当 ULL ) 
- Apple 製コンピュータ （ CPU は Power PC 
G 3/ G 4/ G 5 350 MHz 政上） 

対応05 

-Windows XP Media Center Edition 200己、 
Windows XP Media Center Edition 2 日04、 
Windows XP Professional 、 

Windows XP Home Edition 、 

Windows 200日 Professional 、 

Windows Millennium Edition 、 

Windows 98 Second Edition 
-Mac OS 9.1 拟降 （Mac OS 9. x は、 1 ボタン 
仕様の対応となります。） 

上記がの OS ではご使用になれません。また、 
日本語版標準インストールのみ対応です。 0 S 
アップグレードコンピュータは動作保証されま 
せん。 

動作温度 

日む〜35む 

動作湿度 

2日％〜80 % (結露のないこと） 

保积豆度 

-10 で〜目〇で 

保积显度 

10 % -90 % (結露のないこと） 

外お寸法 

マウス本体 約 64. 3 X 32 X 99.7 mm 
(幅 X 高さ X 奥行さ） 

受信ユニット約19 X 12.5 X 87.8 mm 
(縦 X 横 X 高さ） 

質量 

マウス本体 約115 g (電池含む） 

受信ユニット約 14.7 g 

電池持続時間 

約 3.3 ヶ月（一般使巧時）（注）（アルカ U 乾電池使 
曲 

付属品 

受信ユニット（1)、接続変換アダプター 


( USB 一 PS /2) (1)、受信ユニットアンテナ（1)、 
単3お乾電池（2、お試し巧） 

取扱説明書-保証書 （1) 


健）1 日別寺 間、 本 機の POWER ON / OFF スイッチを ON にし、そ 
の内の1日％を動作させた場合の理論値です。使用条件によっ 
て電池持続時間を変わって去ます。 

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ 
0ますび、ご了承ください。 


使用上のごを意 


使用-巧管場所について 


湿気のをいところや温度の高いところ、激しい振動のある 
ところ、直射日光の当たるところで使巧したり保管しない 
で < ださい。 


操作について 


急激な温度変化は避けてください。寒いところから隱かい 
ところに移した0、室温を急に上げた直後は使わないでく 
ださい。内部に結露び生じている場合びあ0ます。 


異常や不具合び起をた S 


万一、異常や不具合び起きたとを、異物び中に入ったとき 
は、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依 
頼ください。 


本な:表面の取り扱いについて 


本体表面びミちれたときは、乾いた巧で軽くふをとってくだ 
さい。ミちれびひどいときは、うすめた中性洗剤を布に含ま 
せてふさとってか5、乾ぶさします。化学ぞラさんを使ラ 
とさは、そのを意書さにしたびってください。 

また、 L 处下のことに気をつけてください。本体表面び変質 
したり、塗料びはげた0することげあります。 

• アルコール、シンナー、ベンジンは使わないでください。 
• 殺虫剤やヘアスプレーをかけないでください。 

• 防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品を長時間接触さ 
せないでください。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
に保存してくださし、。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をちラ1度ご賣になってお調べください。 
また、下記「お問し、合わせ窓□のご案灿にある URL から、 
カスタマーヴポートのホームページちあわせてご覧くださ 
い。 

それでも具含の悪いときは 

お買い上げ店またはおおくのソニーサービス窓□にご相談 
<ださし、。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 
詳しくは保証書をご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料 
で修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するた 
めに必要な部品）を、製造打ち切0後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただき 
ます。保有期間び経過したあとも、故障箇所によっては修 
理可能の場合げありまずので、お買い上げ店またはヴービ 
ス窓□にご相談ください。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われると 
きのご相談については、下記のお問い含わせ先をご利巧くださ 
い。 

ホームページで調べるには 与 > コンピュータ 関連 
アクセサリーカスタマーヴポートへ 

http :// www . sony . co . jp / support / pc - acc / 


マウスに関する最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせと 
その回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 与 > お客様ご相談 
センターへ（下記ナビダイヤル- FAX 番号） 

本機の商品カテゴ U - は[才ーディオ商品]-[ラジオ-ラジカセ 
などのル型オーディオ]です。 

お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

♦型名： SMU - WC 3 
♦ ご相談内容：でさるだけ詳しく 
♦お買い上げ年月日 
♦ ご使用のコンピュータの環境 
-ご使苗のコンピュータの機種名 
-メモ U —容量 
-八ードディスクなどの容量 
- 0 S の種類 


• http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

•ナビダイヤル . S 50570-00-331 1 

(を国どこからでち市内通話料でご利用いただけます） 

•携帯電話 " PHS でのご利用は03-已 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利巧でをない場合はこちらをご和用 < ださい） 

• FAX . 0466 -31-259 已 

受付時間：月〜金日:日日〜20:日日± - 日■祝日日:日日〜17:日日 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 

ソニー株式会な干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 


お使いになるまえにお読み 
<だをい 

• 本機は 、 Windows XP Media Center Edition 200己、 
Windows XP Media Center Edition 2 日日4 、 Windows XP 
Professional、Windows XP Home Edition、Windows 
2000 Professional、Windows Millennium Edition 、 
Windows 98 Second Edition、Mac OS 9. (降のみ対応で 
す（日本語版標準インストールのみ対応です)。 

• 本機は、上記政列•の 0 S での動作を保証しておりません。 

• 本機は、上記 0 S のプ U インス!ルされたコンピュータしが^で 
の動作を保証しておりません。 

• 本機は、 0 S をアップグレードしたコンピュータでの動作を保証 
してお0ません。 

• 本機は、コンピュータの環境によっては、対応機種であってち 
動作を保罰しておりません。 

• 本機は、光学式センサーを使用したマウスです。光学式セン 
サーの特質上、ガラス、鏡、光ミ尺のある面など、マウスをお使 
し M こなる場所によってセンサーび誤動作し、正常に動かないこ 
とびあります。その場合、マウスパッドをお使いになるか、ほか 
の物を下に敷くか、または場所を変えてお使いください。 

‘一部のマウスパッドで、マウスの動作びおかし<なることびあ 
ります。 


• 本機を USB 端子へ接続するとをに、プラグを傾けたり、ゆっく 
り差し込んだりすると誤動作の原因となることびあります。接 
続するとさは、垂直にすばや<差し込んで<ださい。 

• お使いのコンピュータによっては、 USB 端子に接続してちマウ 
スび認識されず動作しない場合びあります。その場含は USB プ 
ラグを抜さ、約日秒待ってから再び差し込んでください。それで 
ち動作しない場合は、マウスを接続したままコンピュータの電 
源をシャツトダウンして、約30抄後に再び起動してください。 


• 本機を使巧するとをは、 USB 八プは使巧しないで、コンピュー 
夕の USB 端テにプラグを直接接続して < ださい。 

• 省電カモードからの復帰後、マウスび動かなくなった場合は 
US 巨プラグを接続し直すか、マウス受信ユニットを接続したま 
まコンピュータの電源をシャットダウンして、約30秒後に再び 
起動してください。 


本体/付属品をおかめる 

本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確かめて 
ください。不足しているものびあ0ました5、お買い上げ 
店またはソニーサービス窓□、お客様ご相談センターにご 
連絡ください。 


光学式 USB ワイヤレスマウス 受信ユニット 

SMU - WC 3 SMU - WCRC 120 



接続変換アダプター ( USB — PS /2) 
(デスクトップコンピュータ用） 



受信 ユニッ トアンテナ 



単3お乾電池 （2 本、お試し用) 
取扱説明書-保証書 （1 部） 


る部のなまえ 


本体 



[C II 卜圓 


表面 


' —回 

側面 


圧]ホイールポタン 
回ちポタン 
回をポタン 
团 SET ボタン 

受信ユニットと本体を 
認識させるときに使い 
ます。 

固電池フタ 


固光ぎセンサー LED 
团 POWER 

ON / OFF スイッチ 

图受信ユニットアンテナ巧 
ジャック部 

图 SET ボタン 

本体と受信ユニットを認 
識させるときに巧いまず。 



















電池の入れかた 


ワイヤレス7ウスを接続する 


Windows をお使いの場合 


ワイヤレスマウスを巧ラための 



2 電池ケースのフタを図のよラに開ける。 



3 +と一の向きを確認し、乾電池2本を入れる。 



4 電池のフタを図のぶラに閉じる。 

POWER ON / OFF スイッチを ON にすると、光学センサー 
LED び点滅します。 



ごま意 

• 付属の乾電池はお試し巧ですので、新しい乾電池より使用時間 
び短くなります。お使いになる際には、新しいアルカ U 乾電池 
をおすすめします。 

• 航空機内での無線機器の使巧は、航空機の運行にま障をさたす恐 
れびあるため禁止されています。本磯を機内に持ち運ぶ場合は、 
ボタンなどが巧され、電波び発生する恐れびありますので、電池 
を抜いて携帯してください。 


本磯は、 USB 接続に対応したワイヤレスマウスです。 

デスクトップコンピュータでは、付属の接続変換アダプ 

ターを使って PS に端テにも接続することびできます。 

はじめに 

現在ご使巧中のマウスび接続されている場合は、そのマウ 

スを取0外してください。 

ごま意 

• 本機の受信ユニットをコンピュータに接続するとさ、またはコ 
ンピュータを起動ずるとをは、認識されるまでマウスを動かさ 
ないで < ださい。 

• US 己 A ブを使ってコンピュータに接続しないでください。 

. コンピュータや 0 S の状況によっては、動作しなかったり、動作 
び不安定となったりすることびあります。その場合は、「故障か 
な？と思ったら」をご覧ください。 

• USB 端テか日受信ユニットを取りがしたあとに、再び差し直す 
場合は、約日秒待ち、再び差し込んでください（デバイスの認識 
びされない場合びあります)。 

. 受信ユニットをコンピュータに接続した状態で、受信ユニット 
に力を加えると、受信ユニットび破損したり、コンピュータび 
故障したりする場合びありますので、注意して<ださい。 

. ノートブックコンピュータを持ち運ぶときは、必ず受信ユニッ 
卜を取りがしてください。（ノートプックコンピュータに）受信 
ユニットを接続したまま持ち運ぶと、破損の原因になる場合び 
あります。 

• 本機をノートブックコンピュータでお使いの場合は、 USB 端子 
への接続のみでご使庙ください。ノー トプックコンピュータへ 
PS /2 接続すると、内蔵のポインティングデバイスや本機の動作 
びおかし < なることびあ0ます。 


受信ユニットアンテナの®いかた 

USB 端子びコンピュータの背面にあったり、コンピュータの 
本体を机の下に設置してあるなど、本機を受信 ユニッ トか5 
離れた所で使ラとさは、付属の受信 ュニッ トアンテナを受信 
ユニッ トに接続してください。本機か5の送信出力を受信し 
やすい位置に設置することげでさます。 

1 受信ユニットに受信ユニットアンテナを接続ずる。 



節電について 

本機は、電池の消耗を抑えるために POWER ON / OFF ス ご注意 

ィツチとスリープモード機能化指載しています。 この受信ユニットアンテナは、本機の受信ユニット専巧です。ほか 

POWER ON/OFF っ•イッチ ©機器には使 ffl しないで<ださい。 


USB 端子に接続ずる場合 

本機は、受信ユニットをコンピュータの US 巨端テに接続 
するだけで認識され、使用でをるようになります。 
はじめて本機を使用するとさは、受信ユニットをコンピュー 
夕に接続したあと、初期設定び必要です。初期設定につし、て 
は、「ワイヤレスマウスを使うための設定 J をご覧ください。 


1 コンピュータを起動ずる。 

2 受信ユニットをコンピュータの USB 端子に接続ずる。 

コンピュータび本機を自動的に認識し、使用できるよ 
ラになります。 

ごま意 

一部のコンピュータでは、 0 S のディスクを要求される場をびあり 
ます。その場合はコンピュータの指示に従って操作してください。 

•安ヒント 

• 本機の受信ユニットは、コンピュータの電源び入った状態でも、 
接続したり取りがしたりすることびでをます。 

• ポインタの速度設定などは、マウスプ□パティを開いて行って 
<ださい。 

PS /2 端子に接続する場合 

本機は、付属の接続変換アダプター CUSB ^ PS /2) を使っ 
てデスクトップコンピュータの PS /2 端テに受信ユニット 
を接続して、コンピュータの電源を入れるだけで、本機が 
認識され、使用できるようになります。（ノートブックコ 
ンピュータでは PS に接続はでさません。）はじ奴て本機を 
使巧するときは、受信ユニットをコンピュータに接続した 
あと、初期設定び必要です。初期設定については、「ワイ 
ヤレスマウスを使ラための設定」をご賣ください。 

1 コンピュータの電源を OFF にずる。 

2 付属の接続変換アダプター （ USB -^ PS /2) を使用し、 
受信 ユニッ トをコンピュータの PS /2 端子に接続ずる。 

3 コンピュータを起動ずる。 

コンピュータび本機を自動的に認識し、使用できるよ 
ラになります。 

ごま意 

• PS に端子に接続したり、取りがしたりするとさは、コンピュー 
夕の電源を OFF にしてか日行ってください。 

• 付属の接続変換アダプター （ USB — PS /2) は、本機専用でず。 
ほかの PS に接続変換アダプターは、使用しないでください。 
また、付属の接続変換アダプター ( USB 一 PS /2) を本機 L が1で 
は使巧しないで < ださい。 

•安ヒント 

ポインタの速度設定などは、マウスプ□パティを開いて行ってく 
ださい。 


設定 


本機をはじめて使ラ前に、受信ユニットにマウス本体を認 
識させます。 

はじめに、受信ユニットをコンピュータに接続してくださ 
い。接続方まについては、「ワイヤレスマウスを接続する」 
をご覧ください。 


ご注意 

受信ユニットと本体を1日 cm 位に近づけて、認識させてください。 
(認識が終了するまでは、本体を受信ユニットから離さないでくだ 
さい。） 


1 受信ユニットの側面にある SET ボタンを押ず。 



2 本体底面にある SET ボタンを約10秒む巧で f 甲ず。 

正しく設定びでさると、ポイン 
夕び動さます。ポインタび動か 
ない場合は、もう1度手順1から 
巧ってください。 


ごま意 

受信ユニットと本体の設定時し U 列に、本体の SET ボタンを押さな 
いよラにしてください。受信ユニットの認識び解除され、動作で 
さな < なります。 

SET ボタンを巧してしまい、動作でをなくなった場合は、「ワイヤ 
レスマウスを使ラための設定」をもラ1度行ってください。 

ワイヤレスマウスの設置損境に 
ごいて 

• 受信ユニットアンテナを使用する場合は、コンピュータのモニ 
夕、堂光灯などの電磁波を発生する機器から 20 cm 政上離して 
使用してください。 

• スチール製の机、または机の種類によっては、到達距離 1 m 政内 
であってを、極端に電波の受信状態び悪くなる場合びあります。 
その場合は、政下の方法を試してください。 

-厚手のマウスパッドなどを使って、マウスと手首び直接机に 
触れないよラにする。 

-受信ユニットを接続して、できるだけマウスに近づけて置 

く。 

-受信ユニットアンテナのケーブルを束ねない。 

-受信ユニットアンテナのケーブルの置きかたを変え、机の表 
面から離す。 

-受信ユニットアンテナの方向を変える。 

. 本体や受信ユニットアンテナの近くに机政がの金属製のちのび 
ある場合は、 20 cmL ソ上離して使用してください。 



本機の POWER ON / OFF スイッチを OF 円こすると、本機の電源 
を切ることびでを、電池の消耗を抑えます。 

ス U — プモード 

本機をしば5<使わないと入力が感知されないため、自動的にス 
U —プモードに入り電池の消耗を抑えます。 

本機を使わないときは 

図のように本体の底面にある 
POWER ON / OFF スイッチ 
を OF 円 こ切り換えておくと、 

電池の消耗を抑えることびで 
さます。 

ただし長時間使巧しないとさ 
は電池を抜いておいてくださ 
い。 


2 受信 ユニッ トをコンピュータの USB 端子または PS /2 
端子に接続ずる。 



3 受信ユニットアンテナを本機か5の送信出力を受信し 
やすい位置に設置ずる。 



Macintosh をおおいの場さ 

Mac OS 9.1 政降をお使いの場含は、受信ユニットを 
USB 端テに接続するだけで、本機び認識され使用できる 
ようになります （Mac 0 S 9. X は1ボタン仕様)。 

はじめて本機を使用するとさは、受信ユニットをコンピユー 
夕に接続したあと、 初期設定び必要でず。初期設定につし、て 
は、「ワイヤレスマウスを使ラための設定 J をご覧ください。 

1 コンピユータを起動ずる。 

2 受信ユニットをコンピユータまたはキーボードの USB 
端子に接続ずる。 

自動的にコンピュータび本機を認識し、使用できるよ 
ラになります。 


• 電波の受信範囲は約 1 m ですび、電波障害を受けやすい環境では 
受信範囲が狭くなりますので、ご注意ください。 

. 受信部の約 1 m 政内で、本機政がの同じ周波数帯を使巧した機器 
を使用していると、電波障善のためポインタび動かなくなる場 
合びあります。その場合は、受信ユニットと本機のマウスを近 
づける、またはほかの機器から離して使用してください。 

• 受信ユニットと本体は、なるベ<近づけて使用してください。 
また受信ユニットアンテナを受信ユニットに接続して使用する 
場合、本体より手前に置くと手などの影響を受けやすく、受信 
状態び悪くなるのでおすすめでをません。 


電池の交換時期 

電池び消耗してくると、普段使用しているマウス本体と受 
信ユニット間の距離が短くなってきます。 

この場合、ワイヤレスマウスの機能を引き続き利巧するた 
めに新しいアルカ U 乾電池を準備してください。 

新しい電池に交換してもマウス本体と受信ユニット間の距 
離び普段使用している距離よりわ短い場合には、 

使巧環境に問題び有ると考え5れます。その場合は、取扱 
説明書内の「ワイヤレスマウスの設置環境について」 

をお読みください。また、マウス本体の底の光学センサー 
LED び消灯しますと、電池げ無くな0動作しません。 

この様な場合には、新しいアルカリ乾電池と交換してくだ 
さい。 


ごま意 

MacOS 9. x は、1ボタン仕様の対応となります。 

咬ヒント 

• 本機の受信ユニットは、コンピュータの電源び入った状態でち 
接続したり取りがしたりすることびでをます。 

. ポインタの速度設定などは 0 S 標準のマウス設定画面から行って 
<ださい。 


巧障かな？とおった6 

修理にお出しになる前に、わう1度点検してください。そ 
れでも正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソ 
ニーサービス窓口、お客様ご相談センターにお問い合わせ 
<ださし、。 


共通 

症状_原因/対策_ 

マウスがまったく • 幸斤しい電池に交換してください。 

動作しない/ポイ • マウスからの電波を受信ユニットび受信してい 

ンタが動かない ない。 

-受信ユニットを、マウスに近づけてくださ 
し、それでわ受信しない場合は、「ワイヤレ 
スマウスを使ラたゆの設定」ををラ1度行っ 
てください。また、「ワイヤレスマウスの設 
置環境について」を参照してください。 

• 読み取りセンサーび正しく動作していない。 

一光学読み取りセンサーの特質上、マウスを使 
ラ場所（ガラス、鏡など光ミ尺のある面）に 
よっては、センサーび誤動作し、正常に動か 
ない場合びあります。その場合は、7ウス 
パッドを使ラか、ほかの物をマウスの下に 
敷く、または場所を変えてお使い<ださい。 

• USB プラグび正しく接続されていない。 

一起動しているソフトウェアを終了してか 
ら、 US 巨プラグを接続し直してください。 
( USB 端子から、マウスの受信ユニットを 
含む USB 機器を抜いたあとに再び接続する 
場合は、約己砂間待ってから接続してくだ 
さい。） 

• USB 端子からの認識びされていなし、。 

-コンピュータに別の USB 端子びある場含 
は、別の USB 端子に接続してください。 
( USB 端子から、マウスの受信ユニットを 
含む USB 機器を抜いたあとに再び接続する 
場合は、約己砂間待ってから接続してくだ 
さい。） 

ーマウスの受信ユニットを接続したままコン 
ピュータの電源をシャットダウンして、約 
3日砂媛に再び起動してください。それでを 
マウスびまったく動作しない場合は、何度 
かこの操作を繰り返して < ださし、。 

• A ブやキーボード経由の接続をしている。 

-コンピュータに直接接続して<ださい。 

• POWER ON / OFF スイッチび〇讯こなっている。 

一 POWER ON / OFF スイッチを ON にしてく 

ださい。 

マウスを動かして • マウスからの電波を受信 ユニッ トび受信してい 

ち、ポインタがと なし)。 

きどを動かない 一受信ユニットを、マウスに近づけてくださ 

し、。それでわ動かない場合は、「ワイヤレス 
マウスを使ラたゆの設定」ををラ1度行って 
<ださい。 

•近くで、ほかのワイヤレスマウスを使用してい 

る。 

ーマウスを、ほかのワイヤレスマウスから約 
距離をあけて、使巧してください。 

•近くに電磁波を出ず電子機器びある。（モニタ、 

壁光打など） 

一受信 ユニッ トおよび7ウスを電子機器より 
離して使巧してください。 

• 読み取0センサーび正しく動作していない。 

-光学読み取りセンサーの特質上、マウスを 
使ラ場所（ガラス、鏡など光おのある面）に 
よっては、センサーび誤動作し、正常に動 
かない場合びあります。その場合は、 マウ 
スパッドを使ラか、ほかの物をマウスの下 
に敷く、または場巧を変えて使用してくだ 
さし、。 

マウスのボタンを • マウスからの電波を受信 ユニッ トび受信して し、 

巧しても反応しな ない。 

い -受信ユニットを、マウスに近づけてくださ 

し、。それでわ動かない場合は、「ワイヤレス 
マウスを使ラたゆの設定」ををラ1度行って 
<ださい。 

• US 臣プラグび正しく接統されていなし、。 

-起動しているソフトウェアを終了してから、 
USB プラグを接続し直してください。 

• 対応政外の 0 S を使巧している。 

-対応 0 S をお使い<ださい。 


スク□—ルしない • マウスからの電波を受信 ユニッ トび受信してい 

なし、。 

一受信ユニットを、マウスに近づけてくださ 
し1。それでち動かない場含は、「ワイヤレス 
マウスを使ラための設定 J をもラ1度行って 
<ださい。 

• 対応攻外の 0 S を使用している。 

- 対応 0 S をお使いください。 

• スク n - ル機能に対応していないソフトウ ェア 

を開いている。 

ーソフトウェアによっては、スク n - ル機能 
に対応していない場合びあります。 

ホイールを回転し • アフ U ケーションびズーム機能に対応してし''ない。 
てもズーム機能が - ズーム機能に対応したアフ I 」ケーションの 
動作しない み機能します。 

マウスを動かし、 • マウスびス I 」ープモードになっている。 
ポインタが動くま -マウスをしばらく使わないと、電池の消耗 
でに時間がかかる を少な<ずるためス U —プモードにな0ま 

す。ポインタび動さだすまでに時間びかか 
りますび、故障ではありません。 

ノートブックコン • ノートブックコンピュータに内蔵されているポ 
ピュータでポイン インティングデバ'イスび優先されている。 

夕速度が設定でを ー ノートブックコンピュータの仕様によって 

ない は、マウスフ□パティでポインタの設定速 

度を変更してち、タッチパッド操作でのポ 
インタ速度のみび変更されて、マウス操作 
でのポインタ速度は変更されない場合びあ 
0ます。 

マウス使用時で • USB 機器は使用中でち、コンピュータび省電力 

も、お晶ディスプ 動作モードに入る機器びあります。 

レイが暗くなった 一 省電力動作モードに入らないよラにするに 

り、省電力動作 は、ノートブックコンピュータのパワーマ 

モ_ド I こ人る ネジメント機能の設定を変更します。詳し 

くは、ノートブックコンピュータ本体の取 
扱説明書、または電子マニュアルをご覧く 
ださい。 

- タッチパッドあるいはキーボードを操作す 
ると、省電カモードか5復帰します。 

省電力^ー ドから * USB 端テか！ 3® 認識む;されてし'!なし)。 

の復帰 f をマウス ー起動しているソフトウェアを終了してか 
が動かない ら、 USB フラグを接続し直して<ださい。 

( US 巨端子から、マウスの受信ユニットを 
含む USB 機器を抜いたあとに再び接続する 
場含は、約日秒間待ってから接続してくだ 
さし'1。 ） 

ーマウスの受信ユニットを接続したままコン 
ピュータの電源をシャットダウンして、約 
30秒媛に再び起動してください。それでを 
マウスびまったく動作しない場含は、何度 
かこの操を繰り返してください。 

• PS に端子からの認識びされていなし、。 

ーマウスの受信ユニットを接続したままコン 
ピュータの電源をシャットダウンして、約 
30秒媛に再び起動してください。それでを 
マウスびまったく動作しない場含は、何度 
かこの操を繰り返してください。 


Windows の場さ 

症状_原因/巧策_ 

USB 端子にマウス • 複数の USB 端子を持つコンピュータを使ってい 
を接続した 5 「新 る。 

しいデバイスの追 ーコンピュータによっては、 USB 機器巧ドラ 

力日ウィザード」が イバは USB 端子ごとにインストールする必 

表示された 要びあります。「新しいデバイスの追加ウィ 

ヴード」の[キャンセル]をク1」ックして、 
すでにドライバをインス I -ールしてある 
USB 端子につなぎ直すか、それぞれの USB 
端子にドライバをインストールしてくださ 
い。 

マウスプ□パティ • USB 端子にマウスび2つし:^上接続されている。 

の設定が有効にな - ほかのマウスを外して<ださい。 

日なし1 • SMU - S 1、 SMU - C 1 などに付属されている 

ユーティ I 」ティードライバソフトをインストー 
ルしている。 

一 SMU - S 1、 SMU - C 1 などに付属されている 
ユーティ U ティードライバソフトには対応 
していません。アンインストールして再起 
動してください。 0 S でサポートされている 
マウスのフ n パティの設定び有効になりま 
す。アンインストールのしかたについては、 
お使いのソフトウエアの取扱説明書などをご 
覧ください。 

• ほかのマウス （ SONY 製わ含む）のユーティ U 
ティードライバソフトびインス I -ールされてし、 
る0 

ーアンインストールして再起動してください。 
0 S でヴポートされているマウスのフ n パ 
ティの旨受定び有効になります。アンインス 
[ -ールのしかたについては、お使いのソフト 
ウエアの取扱説明書などをご覧ください。 

(ノートブックコンピュータでは、タッチ 
パッド機能び損なわれます。） 

マウスがまったく • コンピュータで USB び認識されていない。 
動作しない/ポイ ー 動作ずるほかのマウスまたはキーボードを 

ンタが動かない 使用して、なの内容をお試しください。「コ 

(USB 接続） ント □- ルパネル」から「システム」を開 

さ、デバイス7ネージャの項目を確認して 
<ださし 、。 US 巨 デバイスアイつンやマウス 
アイコンに「！」び表示されている場合は、 
「！」を選び「削除」をクリックし、コン 
ピュータを再起動してください。 

• 艮 I 0 S で USB び認識されていない。 

ーコンピュータのデフオルト設定で 、 BIOS 
設定の USB ポートび r 無測 ( Disabled ) 
になっている場合びあります。コンピュー 
夕の取扱説明書などに従って USB ポートを 
「有効」 ( Enabled ) に変更してください。 

• A ブやキーボード経由の接続をしている。 

-コンピュータに直接接続してくださし、。 

マウスがまったく • コンピュータの電源び入っている状態でマウス 
動作しない/ポイ の受信ユニットを PS /2 端子に接続した。 

ンタが動かない ー マウスの受信 ユニッ トを PS /2 端子に接続して 

( PS /2 接続） からコンピュータの電源を入れてください。 


Macintosh の場合 

症状 原因/巧策 

マウスがまったく動 • マウスからの電波を受信ユニットび受信してい 

作しない/マウスの ない。 

動作がおかしい 一 受信ユニットを、マウスに近づけてくださ 

し、。それでわ動かない場合は、「ワイヤレス 
マウスを使ラたゆの設定」をわラ1度巧って 
ください。 

• A ブゃキーボード経由の接続をしている。 

-コンピュータに直接接続してください。 











